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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の外周を被覆する内視鏡用シースであって、
　先端面に少なくとも対物レンズが配設された前記内視鏡の挿入部の外周を被覆するシー
ス挿入部と、
　前記シース挿入部に連設されたシース操作部と、
　前記シース挿入部及び前記シース操作部内に配設されて、前記対物レンズを払拭すると
ともに、前記先端面の少なくとも前記対物レンズを回避する窓部が長手方向に沿って設定
間隔おきに複数開口された長尺な帯状部材と、
　前記シース操作部に配設されて、前記帯状部材を前記先端面の径方向における一端から
他端まで移動させる移動機構と、
　を具備し、
　前記帯状部材に開口されている前記窓部は、長尺な２本の保持部と該２本の保持部を該
保持部の長手方向に沿って所定間隔を有して前記長手方向に略直交する方向に連結する複
数の払拭部とから形成されており、
　前記払拭部は、前記対物レンズ表面に対し当接し、前記移動機構によって、前記対物レ
ンズの表面を移動しながら払拭するものであり、
　前記払拭部の前記対物レンズの払拭面に、前記対物レンズの表面の汚れを移動させるワ
イパ部材が配設されていることを特徴とする内視鏡用シース。
【請求項２】
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　前記前記内視鏡の前記挿入部の前記先端面に、照明光照射窓が配設されており、
　前記払拭部は、さらに、前記照明光照射窓の表面を払拭することを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡用シース。
【請求項３】
　前記帯状部材は、柔軟性を有しかつ非延展性を有して形成されていることを特徴とする
請求項１または２に記載の内視鏡用シース。
【請求項４】
　前記払拭部の２本の前記保持部を連結する長さは、少なくとも前記対物レンズの直径よ
りも大きいことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡用シース。
【請求項５】
　前記ワイパ部材は、さらに、前記照明光照射窓の表面の汚れを移動させることを特徴と
する請求項２または３に記載の内視鏡用シース。
【請求項６】
　前記ワイパ部材は、前記対物レンズ、または前記対物レンズ及び前記照明光照射窓の表
面の汚れを吸収する部材から構成されていることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用
シース。
【請求項７】
　２本の前記保持部と前記払拭部とは、同一部材から構成されていることを特徴とする請
求項１～６のいずれか１項に記載の内視鏡用シース。
【請求項８】
　２本の前記保持部は、紐状部材から構成されており、前記払拭部は、糸状部材から構成
されていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の内視鏡用シース。
【請求項９】
　前記シース挿入部の先端に、前記帯状部材が、前記対物レンズ、または前記対物レンズ
及び前記照明光照射窓の表面に当接するのをガイドするガイド部材が配設されていること
を特徴とする請求項２～８のいずれか１項に記載の内視鏡用シース。
【請求項１０】
　前記シース操作部に設けられ、払拭前の前記帯状部材が収納される第１の格納部と、
　前記シース挿入部の挿入軸方向に沿って前記シース挿入部の先端から前記シース操作部
まで形成され、前記第１の格納部から供給された払拭前の前記帯状部材が通過自在に嵌入
される第１のチャネルと、
　前記シース挿入部の挿入軸方向に沿って前記シース挿入部の先端から前記シース操作部
まで形成され、払拭後の前記帯状部材が通過自在に嵌入される第２のチャネルと、
　前記シース操作部に設けられ、払拭後の前記帯状部材が前記第２のチャネルから回収さ
れる第２の格納部と、
　をさらに具備し、
　前記移動機構は、前記帯状部材を、前記第１の格納部から前記第２の格納部に移動させ
る機構であることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の内視鏡用シース。
【請求項１１】
　払拭前の前記帯状部材は、前記第１の格納部の軸に巻き付けられており、前記移動機構
は、前記軸から前記第１のチャネルに前記帯状部材を供給する第１のギアを有しているこ
とを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡用シース。
【請求項１２】
　払拭後の前記帯状部材は、前記第２の格納部の軸に巻き付けられ、前記移動機構は、前
記軸に、前記第２のチャネルから供給された前記帯状部材を巻き付ける第２のギアを有し
ていることを特徴とする請求項１０または１１に記載の内視鏡用シース。
【請求項１３】
　前記第１のギアと前記第２のギアは、同期して動作することを特徴とする請求項１２に
記載の内視鏡用シース。
【請求項１４】
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　前記シース操作部に、前記帯状部材に引張力を付与する引張部材が配設されていること
を特徴とする請求項１３に記載の内視鏡用シース。
【請求項１５】
　内視鏡と、
　先端面に少なくとも対物レンズが配設された前記内視鏡の挿入部の外周を被覆するシー
ス挿入部と、前記シース挿入部に連設されたシース操作部と、前記シース挿入部及び前記
シース操作部内に配設されて、前記対物レンズを払拭するとともに、前記先端面の少なく
とも前記対物レンズを回避する窓部が長手方向に沿って設定間隔おきに複数開口された長
尺な帯状部材と、前記シース操作部に配設されて、前記帯状部材を前記先端面の径方向に
おける一端から他端まで移動させる移動機構とを有する内視鏡用シースと、
　を具備し、
　前記帯状部材に開口されている前記窓部は、長尺な２本の保持部と該２本の保持部を該
保持部の長手方向に沿って所定間隔を有して前記長手方向に略直交する方向に連結する複
数の払拭部とから形成されており、
　前記払拭部は、前記対物レンズ表面に対し当接し、前記移動機構によって、前記対物レ
ンズの表面を移動しながら払拭するものであり、
　前記払拭部の前記対物レンズの払拭面に、前記対物レンズの表面の汚れを移動させるワ
イパ部材が配設されていることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項１６】
　前記内視鏡用シースは、前記内視鏡と一体的に形成されていることを特徴とする請求項
１５に記載の内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入部の先端面に配設された対物レンズの表面を払拭する内視鏡用
シース、内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療
分野において用いられる内視鏡は、内視鏡の細長い挿入部を体腔内に挿入することによっ
て、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置
具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡は、内視鏡の細長い挿入部をジェットエン
ジン内や、工場の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び腐蝕等の観察や各種
処置等を行うことができる。
【０００４】
　このような内視鏡を用いて管腔内の検査や処置等を行なう際に、医療用の内視鏡であれ
ば、体腔内の脂肪や体液あるいは処置中の出血や水飛沫もしくはエネルギー処置具の使用
により生じる煙やミスト等が、内視鏡先端部の先端面に設けられた観察用の対物レンズや
カバーガラスの外表面、照明光照射窓の外表面に附着することがある。
【０００５】
　また、工業用の内視鏡であれば、工場の配管等の汚れ等が、内視鏡先端部の先端面に設
けられた観察用の対物レンズやカバーガラス等の外表面、照明光照射窓の外表面に附着す
ることがある。
【０００６】
　このような附着物は、観察像の歪みや照明光のハレーション（乱反射）等を生じさせる
原因となる。つまり、これらの附着物は、内視鏡により得られる観察像を不鮮明にする等
、観察画像を劣化させたり、対物レンズの視野を妨げたりしてしまう等、管腔内の観察を
阻害する要因となり得るものである。
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【０００７】
　そこで、先端部の対物レンズやカバーガラス、照明光照射窓等の外表面に対して水等を
送水することで、当該各外表面を洗滌し附着物を除去する手法が周知である。しかしなが
ら、この手法では、特に脂汚れ等については水等を流すのみでは、内視鏡先端部の洗滌を
確実に行なうことができない場合がある。
【０００８】
　したがって、そのような場合には、例えば管腔内から内視鏡を一度抜去し、管腔外にて
当該内視鏡先端部を湯等で洗ったり、ガーゼ等で払拭したりする等によって、内視鏡先端
部の附着物の除去や洗滌が行なわれていた。
【０００９】
　しかしながら、このような手段では、一旦、検査や処置を中断した上で、管腔内に挿入
されている内視鏡を抜去して内視鏡先端部の附着物の除去や洗滌を行なった後に、再度、
検査や処置を行なう目的で、同内視鏡を再度管腔内へと挿入する操作が必要となるため煩
雑である他、洗滌中は内視鏡による観察や処置等を一時的に中断する必要がある。そのた
め、内視鏡検査及び処置にかかる全体的な時間が長くなってしまうという問題点があった
。また、観察や処置等にかかる時間が長くなると、特に医療用の内視鏡の場合、術者や被
検者の負担が増大してしまうことになり問題である。
【００１０】
　このような問題に鑑み、例えば特許文献１では、内視鏡先端部の近傍にワイパ部材を備
えた内視鏡用シースを内視鏡の外周に被覆し、このワイパ部材を内視鏡用シースの手元側
の操作部材の所定の操作によって一方向に、対物レンズ外表面を横切るよう移動させるこ
とにより、内視鏡先端部の対物レンズやカバーガラス、照明光照射窓等の外表面に附着し
た附着物を払拭することができるようにしたものが開示されている。
【００１１】
　これによれば、内視鏡を管腔内に挿入して観察や処置を行なっている際に、対物レンズ
やカバーガラス、照明光照射窓等の外表面に附着物が附着しても、同内視鏡を管腔外に抜
去することなく、手元側の操作によってワイパ部材を作動させることで同附着物を払拭し
て対物レンズの視野及び照明光の光量を確保することができる。
【特許文献１】特開２００３－１９９７０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、上記特許文献１に開示された技術では、一症例中においてワイパ部材を
交換することなく繰り返し使用しているため、対物レンズやカバーガラス、照明光照射窓
等の外表面に附着した附着物を払拭するため、払拭回数を重ねると、ワイパ部材に払拭し
た附着物が蓄積してしまい、各外表面に附着した附着物を十分払拭することができなくな
るばかりか、附着物が対物レンズ等の外周縁に蓄積してしまい、ワイパ部材に再附着して
しまうといった問題があった。
【００１３】
　本発明の目的は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、内視鏡を用いて管腔内の観
察または処置を行なう際に、対物レンズ及び照明光照射窓の前面に附着物が附着しても、
同内視鏡を管腔外に抜去することなく同附着物を容易に除去し、良好な視界及び該良好な
視界を得る光量を常時確保できるように構成した内視鏡用シース、内視鏡装置を提供する
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために本発明の一態様による内視鏡用シースは、内視鏡の外周を被
覆する内視鏡用シースであって、先端面に少なくとも対物レンズが配設された前記内視鏡
の挿入部の外周を被覆するシース挿入部と、前記シース挿入部に連設されたシース操作部
と、前記シース挿入部及び前記シース操作部内に配設されて、前記対物レンズを払拭する
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とともに、前記先端面の少なくとも前記対物レンズを回避する窓部が長手方向に沿って設
定間隔おきに複数開口された長尺な帯状部材と、前記シース操作部に配設されて、前記帯
状部材を前記先端面の径方向における一端から他端まで移動させる移動機構と、を具備し
、前記帯状部材に開口されている前記窓部は、長尺な２本の保持部と該２本の保持部を該
保持部の長手方向に沿って所定間隔を有して前記長手方向に略直交する方向に連結する複
数の払拭部とから形成されており、前記払拭部は、前記対物レンズ表面に対し当接し、前
記移動機構によって、前記対物レンズの表面を移動しながら払拭するものであり、前記払
拭部の前記対物レンズの払拭面に、前記対物レンズの表面の汚れを移動させるワイパ部材
が配設されている。
【００１５】
　また、本発明の一態様による内視鏡装置は、内視鏡と、先端面に少なくとも対物レンズ
が配設された前記内視鏡の挿入部の外周を被覆するシース挿入部と、前記シース挿入部に
連設されたシース操作部と、前記シース挿入部及び前記シース操作部内に配設されて、前
記対物レンズを払拭するとともに、前記先端面の少なくとも前記対物レンズを回避する窓
部が長手方向に沿って設定間隔おきに複数開口された長尺な帯状部材と、前記シース操作
部に配設されて、前記帯状部材を前記先端面の径方向における一端から他端まで移動させ
る移動機構とを有する内視鏡用シースと、を具備し、前記帯状部材に開口されている前記
窓部は、長尺な２本の保持部と該２本の保持部を該保持部の長手方向に沿って所定間隔を
有して前記長手方向に略直交する方向に連結する複数の払拭部とから形成されており、前
記払拭部は、前記対物レンズ表面に対し当接し、前記移動機構によって、前記対物レンズ
の表面を移動しながら払拭するものであり、前記払拭部の前記対物レンズの払拭面に、前
記対物レンズの表面の汚れを移動させるワイパ部材が配設されている。 
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、内視鏡を用いて管腔内の観察または処置を行なう際に、対物レンズ及
び照明光照射窓の前面に附着物が附着しても、同内視鏡を管腔外に抜去することなく同附
着物を容易に除去し、良好な視界及び該良好な視界を得る光量を常時確保できるように構
成した内視鏡用シース、内視鏡装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下の実施の形態に示す内
視鏡は、医療用の内視鏡、さらに詳しくは、挿入部が硬性に形成される硬性鏡を例に挙げ
て説明する。
【００１８】
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態を示す内視鏡用シースを有する内視鏡装置の構成の概
略を示す分解斜視図、図２は、図１の内視鏡用シースの分解斜視図、図３は、図１中のII
I-III線に沿う内視鏡用シースのシース挿入部の断面図、図４は、図１中のIV-IV線に沿う
内視鏡用シースの断面図、図５は、図４中のV-V線に沿う内視鏡用シースの断面図である
。
【００１９】
　また、図６は、図５の内視鏡用シースの先端面を示す平面図、図７は、図６中のVII-VI
I線に沿う内視鏡用シースのシース挿入部の先端側の断面図、図８は、図４のブレーキギ
アの拡大斜視図、図９は、図４の巻き取りギアの拡大斜視図である。
【００２０】
　また、図１０は、図４の帯状部材の拡大平面図、図１１は、図１０中のXI-XI線に沿う
帯状部材の断面図、図１２は、図１０のワイパ部材の払拭部の変形例を示す正面図、図１
３は、図１０のワイパ部材の払拭部の別の変形例を示す正面図、図１４は、図１０の払拭
部を複数設けた変形例を示す正面図、図１５は、図１０の帯状部材の構成の変形例を示す
斜視図、図１６は、図１の内視鏡装置の先端側の断面図、図１７は、図１の内視鏡装置を
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先端面側から見た平面図である。
【００２１】
　図１に示すように、内視鏡装置１００は、内視鏡２と、該内視鏡２を被覆するシース本
体である内視鏡用シース１とにより主要部が構成されている。
【００２２】
　内視鏡２は、先端部の先端面２ｓに対物レンズ２１及び照明光照射窓２２が配設された
、管腔内である体腔内に挿入される細長な挿入部２ａと、該挿入部２ａの挿入軸方向Ｊ１
方向の基端側に連設された操作部２ｂとにより主要部が構成されている。尚、対物レンズ
２１及び照明光照明窓２２の挿入軸方向Ｊ１の先端面は、挿入部２の先端面２ｓと同位置
となるよう配設されている。
【００２３】
　また、操作部２ｂの外周面に、照明光照射窓２２に光源を供給するライトガイドケーブ
ル２３（図１６参照）を内視鏡２の外部から内視鏡２の内部に導入するためのライトガイ
ドポート２ｃが突設されている。
【００２４】
　図１、図２に示すように、内視鏡用シース１は、体腔内に挿入される円筒状のシース挿
入部１ａと、該シース挿入部１ａの挿入軸方向Ｊ１の基端側に連設されたシース操作部１
ｂと、シース挿入部１ａ及びシース操作部１ｂの内部に配設される帯状部材７０とにより
主要部が構成されている。シース操作部１ｂは、帯状部材収納部５１と内視鏡固定部５２
とにより主要部が構成されている。
【００２５】
　また、シース挿入部１ａとシース操作部１ｂとは、例えば、図２、図３に示すように、
シース挿入部１ａ及びシース操作部１ｂの内部に、内視鏡２が挿通される貫通孔であるス
コープチャネル３５が挿入軸方向Ｊ１に沿って形成された右半部１ｒに、左半部１ｌが、
挿入軸方向Ｊ１に沿って貼り合わせることにより形成されている。尚、図６に示すように
、スコープチャネル３５は、シース挿入部１ａの先端面１ｓに開口３５ｋとして開口され
る。
【００２６】
　シース挿入部１ａは、スコープチャネル３５において、内視鏡挿入部２ａの外周を挿入
軸方向Ｊ１に沿って被覆するものである。また、シース操作部１ｂは、スコープチャネル
３５において、帯状部材収納部５１が内視鏡挿入部２ａの挿入軸方向Ｊ１基端側が被覆し
、内視鏡固定部５２が内視鏡操作部２ｂの外周を被覆するものである。
【００２７】
　図４に示すように、シース挿入部１ａの径方向Ｊ２の任意の一端１ｋ１に、シース挿入
部１ａの挿入軸方向Ｊ１の先端から基端まで挿入軸方向Ｊ１に沿って貫通する第１のチャ
ネルである帯状部材挿通用チャネル（以下、単にチャネルと称す）３７が形成されている
。
【００２８】
　また、シース挿入部１ａの径方向Ｊ２の任意の一端１ｋ１に対向する他端１ｋ２に、シ
ース挿入部１ａの挿入軸方向Ｊ１の先端から基端まで挿入軸方向Ｊ１に沿って貫通する第
２のチャネルである帯状部材挿通用チャネル（以下、単にチャネルと称す）３８が形成さ
れている。
【００２９】
　尚、図６に示すように、チャネル３７は、シース挿入部１ａの先端面１ｓの開口３５ｋ
の外周近傍であって一端１ｋ１側に、開口３７ｋとして開口され、チャネル３８は、シー
ス挿入部１ａの先端面１ｓの開口３５ｋの外周近傍であって他端１ｋ２側に開口３８ｋと
して開口されている。
【００３０】
　尚、開口３７ｋ、３８ｋは、半円状を有し、径方向Ｊ２に直交する径方向Ｊ３に幅広に
形成されている。具体的には、帯状部材７０の、後述する長手方向Ｇ１に直交する方向Ｇ
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２（いずれも図１０参照）の幅よりも幅広に形成されている。
【００３１】
　また、一端１ｋ１側の開口３７ｋは、内視鏡用シース１が内視鏡２の外周を被覆して該
内視鏡２に固定された際、照明光照射窓２２の近傍に位置され、他端１ｋ２側の開口３８
ｋは、対物レンズ２１の近傍に位置される。
【００３２】
　図６に示すように、シース挿入部１ａの先端面１ｓに、後述する巻き取りギア３１によ
り、開口３７ｋから開口３８ｋに移動する帯状部材７０が、先端面１ｓにおいて、径方向
Ｊ２に直交する径方向Ｊ３に横滑りしてしまうのを防止するとともに、帯状部材７０が、
対物レンズ２１、または対物レンズ２１及び照明光照射窓２２に当接するのをガイドする
２つのガイド部材４４が、径方向Ｊ３において対向する位置に、開口３５ｋの外周縁から
それぞれ開口３５ｋに突出するよう配設されている。
【００３３】
　尚、図７に示すように、ガイド部材４４は、挿入軸方向Ｊ１において、先端面１ｓから
、内視鏡２の挿入部２ａの先端面２ｓが内視鏡用シース１の先端面１ｓから先端側に突出
する長さＬ１と同じ長さだけ、先端側に突出して配設されている。
【００３４】
　このことにより、ガイド部材４４は、開口３７ｋから開口３８ｋに移動する帯状部材７
０の対物レンズ２１の当接する面７２ｆの裏面７２ｒ（いずれも図１１参照）が、対物レ
ンズ２１に当接せずに、挿入軸方向Ｊ１先端側にずれしてしまうのを防止する。
【００３５】
　図２、図４に示すように、シース操作部１ｂの帯状部材収納部５１の内部に、チャネル
３７に連通する空間である第１の格納部である収納部６７と、チャネル３８に連通する空
間である第２の格納部である回収部６８とが形成されている。
【００３６】
　図４、図５に示すように、収納部６７に、帯状部材７０が巻き付けられた第１の回転部
材３３が挿入軸方向Ｊ１に向かって回転自在に、収納軸３３ｊにより軸支されて配設され
ている。尚、図２に示すように、第１の回転部材３３は、収納軸３３ｊに対して取り付け
取り外し自在である。
【００３７】
　さらに、収納部６７の第１の回転部材３３の挿入軸方向Ｊ１先端側に、第１のギアであ
るブレーキギア３２が挿入軸方向Ｊ１に向かって回転自在に、軸３２ｊにより軸支されて
配設されている。
【００３８】
　第１の回転部材３３は、本実施の形態においては、対物レンズ２１及び照明光照射窓２
２を払拭する前の帯状部材７０が巻き付けられるものであり、後述する巻き取りギア３１
の回転により、チャネル３７に帯状部材７０を供給する。
【００３９】
　ブレーキギア３２は、後述する巻き取りギア３１の回転により、第１の回転部材３３か
らチャネル３７、開口３７ｋ、開口３８ｋ、チャネル３８を介して後述する第２の回転部
材３４に帯状部材７０を巻き取る際、帯状部材７０の挿入軸方向Ｊ１への移動を妨げるこ
とにより、帯状部材７０を引張させる、所謂テンションプーリの役割をするものである。
【００４０】
　ブレーキギア３２は、図８に示すように、２枚の大径ローラ３２ｒ間で、帯状部材７０
の長手方向Ｇ１に直交する方向Ｇ２の中央部を挟み、該中央部を厚さ方向Ｇ３に凹ませる
ことにより、帯状部材７０に引張力を付与する。また、ブレーキギア３２は、回転部材３
３からチャネル３７への帯状部材７０の供給を促進する。
【００４１】
　図４に示すように、回収部６８に、帯状部材７０が巻き付けられる第２の回転部材３４
が挿入軸方向Ｊ１に向かって回転自在に、回収軸３４ｊに軸支されて配設されている。尚
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、図２に示すように、第２の回転部材３４は、回収軸３４ｊに対して取り付け取り外し自
在である。
【００４２】
　さらに回収部６８の第２の回転部材３４の挿入軸方向Ｊ１先端側に、第２のギアである
巻き取りギア３１が挿入軸方向Ｊ１に向かって回転自在に、軸３１ｊに軸支されて配設さ
れている。
【００４３】
　第２の回転部材３４は、巻き取りギア３１の回転により、対物レンズ２１及び照明光照
射窓２２を払拭した後のチャネル３８から供給された帯状部材７０が巻き付けられるもの
である。
【００４４】
　巻き取りギア３１は、該巻き取りギア３１の回転によって第１の回転部材３３を回転さ
せることにより、回転部材３３に巻き付けられた帯状部材７０を、チャネル３７、開口３
７ｋ、開口３８ｋ、チャネル３８を介して第２の回転部材３４に巻き付けるものであり、
開口３７ｋから開口３８ｋに帯状部材７０を移動させる移動機構を構成している。
【００４５】
　巻き取りギア３１は、図９に示すように、巻き取りギア３１の帯状部材７０の長手方向
Ｇ１に直交する方向Ｇ２の両端部において外周に沿って形成された各爪部３１ｔが帯状部
材７０に食い込み、回転により、帯状部材７０を引き込むことにより、第１の回転部材３
３を回転させ、チャネル３８から供給された帯状部材７０を、第２の回転部材３４に巻き
付ける。
【００４６】
　シース操作部１ｂの帯状部材収納部５１の外表面に、帯状部材収納部５１の回収部６８
に配設された巻き取りギア３１を回転操作する巻き取りノブ４１が配設されている。即ち
、巻き取りノブ４１は、巻き取りギア３１を軸支する軸３１ｊの頭部を構成している。
【００４７】
　シース操作部１ｂの内視鏡固定部５２の外周に、シース操作部１ｂを内視鏡操作部２ｂ
に被覆した際、内視鏡操作部２ｂに配設されたライトガイドポート２ｃが嵌入される嵌入
溝１ｄが、挿入軸方向Ｊ１に沿って形成されている。
【００４８】
　嵌入溝１ｄを形成する内視鏡固定部５２の面に、嵌入されたライトガイドポート２ｃに
形成された嵌入穴２ｈ（図１参照）に嵌入し、内視鏡用シース１に内視鏡２を固定するロ
ックピン４２が、図５に示すように、嵌入溝１ｄを挟んで対向して２つ配設されている。
【００４９】
　ロックピン４２は、嵌入溝１ｄを形成する内視鏡固定部５２の面の互いに対向する位置
にそれぞれ形成された支持溝５２ｈに、付勢バネ４３を介して嵌入されてそれぞれ配設さ
れている。
【００５０】
　このように構成されたシース挿入部１ａのチャネル３７及びチャネル３８と、シース操
作部１ｂの収納部６７及び回収部６８に、長手方向Ｇ１に長尺に形成された、内視鏡２の
先端面２ｓを払拭する帯状部材７０が配設されている。尚、帯状部材７０の長手方向Ｇ１
の長さは、１症例において、先端面２ｓを払拭するのに必要な長さに形成されている。
【００５１】
　帯状部材７０の一端側、本実施の形態においては、先端面２ｓを払拭する前の帯状部材
７０が、収納軸３３ｊに取り付けられた第１の回転部材３３に巻き付けられ、帯状部材７
０の中程が、開口３７ｋから開口３８ｋまで横切るよう、チャネル３７及びチャネル３８
にＵの字状に通過自在に嵌入され、さらに、帯状部材７０の他端側、本実施の形態におい
ては、先端面２ｓを払拭した後の帯状部材７０が、回収軸３４ｊに取り付けられた第２の
回転部材３４に巻き付けられことにより、帯状部材７０は、内視鏡用シース１内に配設さ
れている。
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【００５２】
　帯状部材７０は、上述したように、巻き取りノブ４１が回転操作され、巻き取りギア３
１が回転されることにより、第１の回転部材３３から、チャネル３７、開口３７ｋ、開口
３８ｋ、チャネル３８へと順次移動した後、第２の回転部材３４に巻き取られることによ
り、内視鏡２の先端面２ｓ、具体的には、少なくとも対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照
明光照射窓２２の表面２２ｆを払拭するものである。
【００５３】
　尚、帯状部材７０の開口３７ｋから開口３８ｋまで横切る部位は、図４、図１７に示す
ように、シース挿入部１ａの先端面１ｓに形成されたスコープチャネル３５の開口３５ｋ
により、内視鏡用シース１から外部、具体的には、体腔内に挿入された際は、体腔内に露
呈される。
【００５４】
　図１０に示すように、帯状部材７０は、長手方向Ｇ１に長尺な平行な２本の保持部７１
と、２本の保持部７１を該保持部７１の長手方向に沿って所定間隔を有して長手方向Ｇ１
に略直交する幅方向Ｇ２に連結する複数の払拭部７２とから形成された、長手方向Ｇ１に
沿って所定間隔おきに複数開口された複数の窓部７５を有する梯子状に形成されている。
尚、２本の保持部７１と払拭部７２とは、一体的に形成されていても、別体に形成されて
いてもよい。
【００５５】
　図１１に示すように、帯状部材７０は、所定厚さＡ（例えばＡ＝０．０１ｍｍ～１ｍｍ
）を有する、柔軟性を有かつ非延展性を有する部材で、所定以上の引っ張り強度と５０℃
以上の耐熱性及び生体適合性を有する部材、例えば木綿帯、アラミド繊維の布あるいは不
織布、和紙、ポリイミド等の樹脂製フィルム等の半硬性を有する部材から構成されており
、厚さ方向Ｇ３に剛性を有し、長手方向Ｇ１に柔軟性を有かつ非延展性を有するとともに
、幅方向Ｇ２に、柔軟性、あるいは柔軟性と弾性を有して形成されている。
【００５６】
　また、帯状部材７０は、本実施の形態においては、ディスポーザブルなものとして形成
されている。即ち、第１の回転部材３３から供給され、先端面２ｓを払拭した後、第２の
回転部材３４に巻き取られた帯状部材７０は、再度、対物レンズ２１及び照明光照射窓２
２の各表面２１ｆ、２２ｆの払拭に使用されることがない。
【００５７】
　２本の保持部７１と複数の払拭部７２とにより、長手方向Ｇ１に沿って形成される複数
の窓部７５は、内視鏡２の先端面２ｓにおいて、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２が
配設された領域８（図１０参照）よりも大きく形成されている。
【００５８】
　領域８よりも大きく形成された窓部７５により、先端面２ｓを払拭しない待機位置に位
置した際、即ち、帯状部材を移動させないときに、窓部７５は、少なくとも先端面２ｓの
対物レンズ３４、好ましくは先端面２ｓ全体を回避する。即ち、対物レンズ２１の視野範
囲Ｑ１、及び照明光照射窓２２の照射範囲Ｑ２（いずれも図１６参照）を遮ることがない
。
【００５９】
　また、図１０に示すように、払拭部７２の２本の保持部７１を、幅方向Ｇ２に連結する
長さＬ２は、少なくとも対物レンズ２１の直径Ｌ３よりも大きく形成されている。
【００６０】
　さらに、図１１に示すように、払拭部７２の先端面２ｓを払拭する面７２ｆに、所定の
厚さＢを有するワイパ部材７３が、幅方向Ｇ２に沿って直線状に固定されている。尚、ワ
イパ部材７３は、図１２に示すように、直線状でなくともよく、また、図１３に示すよう
に、２本の保持部７１と直交して配設されてなくともよい。
【００６１】
　ワイパ部材７３は、生体適合性を有し、照明光照射窓２２の熱に耐える耐熱性を有する
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とともに、帯状部材７０を巻き取りギア３１で巻き取る際、対物レンズ２１等への当接に
より、損傷しない強度を有する部材、例えば柔軟性を有するゴムブレードから、所定の厚
さＢ（例えばＢ＝０.０５～２ｍｍ）に形成されている。
【００６２】
　また、ワイパ部材７３は、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２と当接する部位が、例
えば、対物レンズ２１及び照明光照明窓２２から汚れを引き剥がすための山状の稜線部７
３ｆと、剥がれた汚れを抱きかかえて移動させるための溝７３ｍとを有する凹凸形状に形
成されている。尚、ワイパ部材７３の形状はこの形状に限定されない。即ち、溝７３ｍを
有しない当接部位が平坦な形状であっても構わない。
【００６３】
　ワイパ部材７３は、巻き取りギア３１の巻き取りにより、帯状部材７０が、図１６に示
すように、開口３７ｋから開口３８ｋに移動される際、対物レンズ２１及び照明光照射窓
２２に圧を以て当接し、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆ
に附着された汚れを、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２以外の領域に移動させる。ま
た、対物レンズ２１の表面２１ｆ等に附着された汚れが、所定の大きさを有する附着物で
ある場合は、溝７３ｍで挟んで対物レンズ２１及び照明光照射窓２２以外の領域に移動さ
せる。即ち、ワイパ部材７３は、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表
面２２ｆの汚れを払拭する。
【００６４】
　尚、ワイパ部材７３は、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２
ｆの汚れを吸収する部材から構成されていても良く、また、図１４に示すように、同一箇
所において、２本の保持部７１を、２本の払拭部７２で連結し、該２本の払拭部７２の各
払拭面７２ｆに、例えば、表面の汚れを移動させるワイパ部材７３ａと、表面の汚れを吸
収するワイパ部材７３ｂとを別個に配設してもよい。
【００６５】
　また、帯状部材７０に、ワイパ部材７３は、必ずしも必要ではなく、図１５に示すよう
に、２本の保持部７１を紐部材から構成し、払拭部７２を糸状部材から構成して、２本の
保持部７１と一体的に編み込んで形成した後、払拭部７２の払拭面７２ｆ自体が、対物レ
ンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆに当接して、対物レンズ２１の
表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆの汚れを払拭してもよい。
【００６６】
　このように構成された内視鏡用シース１を、内視鏡２の外周に被覆すると、内視鏡２は
、内視鏡用シース１の内部における所定の部位にて、図４の二点鎖線で示す如くに配置さ
れる。
【００６７】
　即ち、内視鏡用シース１のシース挿入部１ａ及びシース操作部１ｂの帯状部材収納部５
１のスコープチャネル３５に、内視鏡２の挿入部２ａが挿入軸方向Ｊ１に沿って挿通配置
され、シース操作部１ｂの内視鏡固定部５２のスコープチャネル３５に、内視鏡２の操作
部２ｂが、挿入軸方向Ｊ１に沿って挿通配置されるようになっている。
【００６８】
　また、内視鏡２のライトガイドポート２ｃは、シース操作部１ｂの内視鏡固定部５２の
嵌入溝１ｄに、挿入軸方向Ｊ１に沿って所定位置まで嵌入された後、内視鏡固定部５２に
配設された２本のロックピン４２が、ライトガイドポート２ｃに形成された２つの嵌入穴
２ｈに、付勢バネ４３の付勢により突出して嵌入することにより、内視鏡固定部５２に固
定される。即ち、内視鏡２は、内視鏡用シース１に固定される。
【００６９】
　この固定後、内視鏡２の挿入部２ａの先端面２ｓは、図７に示すように、内視鏡用シー
ス１のシース挿入部１ａの先端面１ｓから、挿入軸方向Ｊ１の先端側に、所定長さＬ１突
出して位置される。
【００７０】



(11) JP 4756986 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

　次に、このように構成された本実施の形態の作用について説明する。  
　先ず、図２に示すように、内視鏡用シース１が、挿入軸方向Ｊ１に沿って、右半部１ｒ
と、左半部１ｌとに分割された後、帯状部材７０の長手方向Ｇ１の一端側が所定に巻き付
けられた第１の回転部材３３が、右半部１ｒの収納軸３３ｊに取り付けられる。
【００７１】
　次いで、帯状部材７０の長手方向Ｇ１の他端側が所定に巻き付けられた第２の回転部材
３４が、右半部１ｒの収納軸３３ｊに取り付けられ、さらに、帯状部材７０の中程、具体
的には、第１の回転部材３３及び第２の回転部材３４に巻き付けられていない帯状部材７
０が、右半部１ｒ側のチャネル３７及びチャネル３８にＵの字状に嵌入される。
【００７２】
　その後、右半部１ｒに対し、左半部１ｌが、右半部１ｒと左半部１ｌとで形成されるチ
ャネル３７及びチャネル３８に、帯状部材７０が通過自在に挿通されるよう貼り合わされ
る。その後、右半部１ｒと左半部１ｌとは、所定の手段、例えば係止爪によりロックされ
る。
【００７３】
　次いで、内視鏡用シース１が、内視鏡２の外周に被覆され、ロックピン４２により内視
鏡２に固定される。その後、巻き取りノブ４１が回転操作され、巻き取りギア３１が帯状
部材７０を引き込むことにより、帯状部材７０は、該帯状部材７０の払拭部７２のワイパ
部材７３が、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２の表面に当接しない待機位置まで移動
される。
【００７４】
　言い換えれば、図１０に示すように、帯状部材７０の窓部７５が、対物レンズ２１及び
照明光照射窓２２を含む領域８を囲む位置まで、帯状部材７０が移動される。その後、こ
の状態で、内視鏡用シース１が被覆された内視鏡２、即ち内視鏡装置１００が、検査や処
置等の目的で体腔内に挿入される。
【００７５】
　その後、検査、処置中に、内視鏡２の挿入部２ａの先端面２ｓに配設された対物レンズ
２１及び照明光照射窓２２の各表面２１ｆ、２２ｆに、体腔内の脂肪や体液あるいは処置
中の出血や水飛沫もしくはエネルギー処置具の使用により生じる煙やミスト等の汚れが附
着されてしまった結果、内視鏡２の観察視野が十分確保できない、または観察に必要な照
明光の光量が十分確保できなくなってしまった場合、巻き取りノブ４１が回転操作される
。
【００７６】
　その結果、巻き取りギア３１が回転され、帯状部材７０を引き込むことにより、第１の
回転部材３３に巻き付いていた払拭前の帯状部材７０は、順次チャネル３７に供給され、
その後、帯状部材７０は、チャネル３７内を挿入軸方向Ｊ１先端側に順次移動される。
【００７７】
　さらに、帯状部材７０は、シース挿入部１ａの先端面１ｓにおいて、開口３７ｋから開
口３８ｋに順次移動される。この際、帯状部材７０の払拭部７２に固定された複数のワイ
パ部材７３が、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２の各表面２１ｆ、２２ｆを、径方向
Ｊ２に順次摺動することにより、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２の各表面２１ｆ、
２２ｆの汚れは、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２以外の領域に移動される。この際
、各表面２１ｆ、２２ｆに附着された大きな汚れは、ワイパ部材７３の溝７３ｍに挟まれ
て、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２以外の領域に移動される。また、同時に、ワイ
パ部材７３に、汚れが附着される。即ち、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓
２２の表面２２ｆの汚れが払拭される。
【００７８】
　尚、この際、内視鏡用シース１または内視鏡２から対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照
明光照射窓２２の表面２２ｆに送水を行えば、より効果的に各表面２１ｆ、２２ｆの汚れ
を除去することができる。



(12) JP 4756986 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

【００７９】
　また、帯状部材７０が開口３７ｋから開口３８ｋに移動される際は、ブレーキギア３２
及び巻き取りギア３１により、上述したように、帯状部材７０は引張されていることから
、複数のワイパ部材７３の当接部位は、圧を以て対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光
照射窓２２の表面２２ｆに当接されることから、複数のワイパ部材７３は、当接に伴い変
形された状態で順次摺動移動される。その結果、各表面２１ｆ、２２ｆの汚れは確実に除
去される
　また、帯状部材７０が開口３７ｋから開口３８ｋに移動される際、シース挿入部１ａの
先端面１ｓに設けられたガイド部材４４により、帯状部材７０が、先端面１ｓにおいて、
径方向Ｊ２に直交する径方向Ｊ３に横滑りしてしまうのが防止されるとともに、帯状部材
７０の対物レンズ２１の当接する面７２ｆの裏面７２ｒ（いずれも図１１参照）が、対物
レンズ２１に当接せずに、挿入軸方向Ｊ１先端側にずれしてしまうのが防止される。
【００８０】
　その後、払拭後の帯状部材７０が、チャネル３８内を挿入軸方向Ｊ１基端側に順次移動
された後、チャネル３８から、第２の回転部材３４に巻きつくよう順次移動される。即ち
、第２の回転部材３４に巻き取られるとともに、汚れが周囲に飛散されないよう、回収部
６８内に回収される。
【００８１】
　尚、巻き取りノブ４１の回転に伴う、帯状部材７０の第１の回転部材３３から第２の回
転部材３４への移動は、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆ
の汚れが除去されるまで行われる。即ち、帯状部材７０に配設された複数のワイパ部材７
３の内、１つのワイパ部材７３を、開口３７ｋから開口３８ｋまで移動させただけで、対
物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆの汚れが除去されれば、巻
き取りノブ４１を回転し続ける必要はない。
【００８２】
　検査、処置終了後、体腔内から抜去された内視鏡用シース１から、内視鏡２が抜去され
た後、内視鏡用シース１の右半部１ｒから、左半部１ｌが外され、最後に、第１の回転部
材３３が、収納軸３３ｊから取り外され、第２の回転部材３４が、収納軸３４ｊから取り
外され、帯状部材７０が、内視鏡用シース１から取り出された後、汚れが附着された帯状
部材７０は廃棄される。
【００８３】
　このように、本実施の形態を示す内視鏡用シース１においては、帯状部材７０を第１の
回転部材３３から第２の回転部材３４に、体腔内に挿入されていないシース操作部１ｂの
巻き取りノブ４１を回転させて移動させるのみで、内視鏡用シース１に挿通された内視鏡
２の対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆの汚れを除去するこ
とができるため、検査、処置中、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２に附着物が附着さ
れてしまっても、内視鏡２を体腔外に抜去することなく同附着物を容易に除去でる、この
ことから、検査、処置中、良好な視界及び該良好な視界を得る光量を常時確保できるよう
に構成した内視鏡用シース１を提供することができる。
【００８４】
　また、帯状部材７０には、払拭後、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２の各表面２１
ｆ、２２ｆから払拭した汚れが附着されるため、内視鏡２の挿入部２ａの先端面２ｓに払
拭後の汚れが蓄積されることがない。
【００８５】
　さらに、帯状部材７０を、ディスポーザブル部材から構成し、第２の回転部材３４に回
収した払拭後の汚れが附着された帯状部材７０を、再度、払拭に使用することがないため
、帯状部材７０から、対物レンズ２１及び照明光照射窓２２に汚れが再付着してしまうこ
とを確実に防止することができる。
【００８６】
　尚、以下、変形例を示す。  
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　本実施の形態においては、帯状部材７０は、第１の回転部材３３から第２の回転部材３
４に移動すると示したが、帯状部材７０が第２の回転部材３４から第１の回転部材３３に
移動してしまうことがないよう、巻き取りギア３１及びブレーキギア３２に、逆回転防止
機構を設けてもよい。
【００８７】
（第２実施の形態）
　図１８は、本発明の第２実施の形態を示す内視鏡用シースの断面図、図１９は、図１８
中のXIX-XIX線に沿う内視鏡用シースのシース操作部の帯状部材収納部５１の断面図であ
る。
【００８８】
　本実施の形態の内視鏡用シースの構成は、第１実施の形態の内視鏡用シースと比して、
帯状部材７０を再利用可能な構成とし、帯状部材７０を、第１の回転部材３３から第２の
回転部材３４へと移動させるのみならず、第２の回転部材３４から第１の回転部材３３へ
と移動させる構成を有する点のみが異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施
の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００８９】
　図１８に示すように、シース挿入部１ａの径方向Ｊ２の任意の一端１ｋ１に、シース挿
入部１ａの挿入軸方向Ｊ１の先端から基端まで挿入軸方向Ｊ１に沿って貫通するチャネル
３７が形成されている。
【００９０】
　尚、チャネル３７は、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部材３４へと
移動させる際は、本発明における第１のチャネルを構成し、帯状部材７０を第２の回転部
材３４から第１の回転部材３３へと移動させる際、即ち、他端１ｋ２から一端１ｋ１に移
動させる際は、本発明における第２のチャネルを構成する。
【００９１】
　また、シース挿入部１ａの径方向Ｊ２の任意の一端１ｋ１に対向する他端１ｋ２に、シ
ース挿入部１ａの挿入軸方向Ｊ１の先端から基端まで挿入軸方向Ｊ１に沿って貫通するチ
ャネル３８が形成されている。
【００９２】
　尚、チャネル３８は、帯状部材７０を第２の回転部材３４から第１の回転部材３３へと
移動させる際は、本発明における第１のチャネルを構成し、帯状部材７０を第１の回転部
材３３から第２の回転部材３４へと移動させる際、即ち、他端１ｋ２から一端１ｋ１に移
動させる際は、本発明における第２のチャネルを構成する。
【００９３】
　シース操作部１ｂの帯状部材収納部５１の内部に、チャネル３７に連通する空間である
収納部６７と、チャネル３８に連通する空間である回収部６８とが形成されている。尚、
本実施の形態においては、図１９に示すように、収納部６７と回収部６８とは連通してい
る。
【００９４】
　収納部６７に、帯状部材７０が巻き付けられた第１の回転部材３３が挿入軸方向Ｊ１に
向かって回転自在に、収納軸３３ｊにより軸支されて配設されている。さらに、収納部６
７の第１の回転部材３３の挿入軸方向Ｊ１先端側に、送りギア２３２が挿入軸方向Ｊ１に
向かって回転自在に、軸２３２ｊにより軸支されて配設されている。
【００９５】
　収納部６７は、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部材３４へと移動さ
せる際は、本発明における第１の格納部を構成し、帯状部材７０を第２の回転部材３４か
ら第１の回転部材３３へと移動させる際は、本発明における第２の格納部を構成する。
【００９６】
　送りギア２３２は、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部材３４へと移
動させる際は、第１の回転部材３３からチャネル３７へ帯状部材７０の供給を促進する本
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発明における第１のギアを構成する。
【００９７】
　また、送りギア２３２は、帯状部材７０を第２の回転部材３４から第１の回転部材３３
へと移動させる際は、送りギア２３２の回転によって第２の回転部材３４を回転させるこ
とにより、第２の回転部材３４に巻き付けられた帯状部材７０を、チャネル３８、開口３
８ｋ、開口３７ｋ、チャネル３７、を介して第１の回転部材３３に巻き付けるよう機能し
、開口３８ｋから開口３７ｋに帯状部材７０を移動させる移動機構を構成するとともに、
本発明における第２のギアを構成する。
【００９８】
　送りギア２３２は、上述した第１実施形態の巻き取りギア３１と同一構成を有しており
、帯状部材７０を第２の回転部材３４から第１の回転部材３３へと移動させる際は、帯状
部材７０の幅方向Ｇ２の両端部に外周に沿って形成された各爪部３１ｔが帯状部材７０に
食い込み、回転により、帯状部材７０を引き込むことにより、第２の回転部材３４を回転
させる。
【００９９】
　尚、送りギア２３２は、タイミングベルト２５０により、後述する巻き取りギア２３１
と同期して同方向に回転する。尚、図示しないが、送りギア２３２を回転操作するノブが
、帯状部材収納部５１の外表面に配設されていても構わない。
【０１００】
　回収部６８に、帯状部材７０が巻き付けられる第２の回転部材３４が挿入軸方向Ｊ１に
沿って回転自在に、回収軸３４ｊにより軸支されて配設されている。さらに、回収部６８
の第２の回転部材３４の挿入軸方向Ｊ１先端側に、巻き取りギア２３１が挿入軸方向Ｊ１
に向かって回転自在に、軸２３１ｊにより軸支されて配設されている。
【０１０１】
　収納部６８は、帯状部材７０を第２の回転部材３４から第１の回転部材３３へと移動さ
せる際は、本発明における第１の格納部を構成し、帯状部材７０を第１の回転部材３３か
ら第２の回転部材３４へと移動させる際は、本発明における第２の格納部を構成する。
【０１０２】
　巻き取りギア２３１は、帯状部材７０を第２の回転部材３４から第１の回転部材３３へ
と移動させる際は、第２の回転部材３４からチャネル３８へ帯状部材７０の供給を促進す
る本発明における第１のギアを構成する。
【０１０３】
　また、巻き取りギア２３１は、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部材
３４へと移動させる際は、巻き取りギア２３１の回転によって第１の回転部材３３を回転
させることにより、第１の回転部材３３に巻き付けられた帯状部材７０を、チャネル３７
、開口３７ｋ、開口３８ｋ、チャネル３８を介して第２の回転部材３４に巻き付けるよう
機能し、開口３７ｋから開口３８ｋに帯状部材７０を移動させる移動機構を構成するとと
もに、本発明における第２のギアを構成する。
【０１０４】
　巻き取りギア２３１は、上述した第１実施形態の巻き取りギア３１と同一構成を有して
おり、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部材３４へと移動させる際は、
帯状部材７０の幅方向Ｇ２の両端部に外周に沿って形成された各爪部３１ｔが帯状部材７
０に食い込み、回転により、帯状部材７０を巻き込むことにより、第１の回転部材３３を
回転させる。尚、巻き取りギア２３１は、タイミングベルト２５０により、送りギア２３
２と同期して同方向に回転する。
【０１０５】
　また、図１９に示すように、シース操作部１ｂの帯状部材収納部５１の外表面に、帯状
部材収納部５１の回収部６８に配設された巻き取りギア２３１を回転操作する巻き取りノ
ブ４１が配設されている。尚、巻き取りノブ４１は、巻き取りギア２３１を軸支する軸２
３１ｊの頭部を構成している。
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【０１０６】
　さらに、回収部６８の巻き取りギア２３１の挿入軸方向Ｊ１先端側に、引張部材である
テンションローラ２５１が挿入軸方向Ｊ１に回転自在に、例えば図示しない既知のリール
台等に軸支されて配設されている。
【０１０７】
　テンションローラ２５１は、既知のピンチローラ等から構成されており、帯状部材７０
が、第１の回転部材３３から第２の回転部材３４に移動する際、または、第２の回転部材
３４から第１の回転部材３３に移動する際、帯状部材７０を押下することにより、帯状部
材７０を引張させる。
【０１０８】
　尚、その他の構成は、上述した第１実施の形態と同様であるため、その説明は省略する
。
【０１０９】
　次に、このように構成された本形態の内視鏡用シースの作用について説明する。尚、帯
状部材７０の内視鏡用シース１への嵌入方法等は、上述した第１実施の形態と同じである
ため、その説明は省略する。
【０１１０】
　内視鏡用シース１が被覆された内視鏡２、即ち内視鏡装置１００が体腔内に挿入され、
検査、処置中に、内視鏡２の挿入部２ａの先端面２ｓに配設された対物レンズ２１及び照
明光照射窓２２の表面に、体腔内の脂肪や体液あるいは処置中の出血や水飛沫もしくはエ
ネルギー処置具の使用により生じる煙やミスト等が附着してしまった結果、内視鏡２の観
察視野が十分確保できない、または観察に必要な照明光の光量が十分確保できなくなって
しまった場合は、巻き取りノブ４１が一方向に回転操作される。
【０１１１】
　その結果、巻き取りギア２３１が回転され、帯状部材７０を引き込むこととともに、同
期して送りギア２３２が回転されることにより、第１の回転部材３３に巻き付いていた払
拭前の帯状部材７０は、上述した第１実施の形態に示したように、チャネル３７、開口３
７ｋ、開口３８ｋ、チャネル３８を介して、第２の回転部材３４まで順次送られる。
【０１１２】
　このことにより、帯状部材７０の複数の払拭部７２に固定されたワイパ部材７３により
、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆは順次払拭される。
【０１１３】
　尚、帯状部材７０は、テンションローラ２５１により、引張されているため、ワイパ部
材７３は、確実に、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆに当
接する。よって、１症例間は、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面
２２ｆの汚れを確実に払拭することができる。
【０１１４】
　その後、１症例終了後、内視鏡装置１００は、体腔内から抜去され、帯状部材７０が、
内視鏡用シース１から取り出され、洗浄、消毒された後、再度、帯状部材７０が、内視鏡
用シース１に取付けられる。尚、この際、第２の回転部材３４には、先の症例で、第１の
回転部材３３から帯状部材７０が順に巻き付けられたため、多くの帯状部材７０が巻き付
けられた状態となっている。
【０１１５】
　次いで、次の症例において、内視鏡用シース１が被覆された内視鏡２が体腔内に挿入さ
れ、検査、処置中に、内視鏡２の挿入部２ａの先端面２ｓに配設された対物レンズ２１及
び照明光照射窓２２の表面に、体腔内の脂肪や体液あるいは処置中の出血や水飛沫もしく
はエネルギー処置具の使用により生じる煙やミスト等が附着してしまった結果、内視鏡２
の観察視野が十分確保できない、または観察に必要な照明光の光量が十分確保できなくな
ってしまった場合は、巻き取りノブ４１が、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２
の回転部材３４へと移動させたときとは反対の方向に一方向に回転操作される。
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【０１１６】
　その結果、巻き取りギア２３１が帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部
材３４へと移動させたときとは反対の方向に回転されるとともに、同期して、送りギア２
３２が、帯状部材７０を第１の回転部材３３から第２の回転部材３４へと移動させたとき
とは反対の方向に回転される。
【０１１７】
　このことにより、第２の回転部材３４に巻き付いていた払拭前の帯状部材７０は、上述
した第１実施の形態とは逆に、チャネル３８、開口３８ｋ、開口３７ｋ、チャネル３７を
介して、第１の回転部材３３まで順次送られる。
【０１１８】
　このことにより、帯状部材７０の複数の払拭部７２に固定されたワイパ部材７３により
、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆは順次払拭される。
【０１１９】
　尚、帯状部材７０は、テンションローラ２５１により、引張されているため、ワイパ部
材７３は、確実に、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆに当
接する。よって、１症例間は、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面
２２ｆの汚れを確実に払拭することができる。
【０１２０】
　その後、１症例終了後、内視鏡用シース１が被覆された内視鏡２は、体腔内から抜去さ
れ、帯状部材７０が、内視鏡用シース１から取り出され、洗浄、消毒された後、再度、帯
状部材７０が、内視鏡用シース１に取付けられ、再利用される。即ち、再度、巻き取りノ
ブ４１が回転されることにより、帯状部材７０が第１の回転部材３３から第２の回転部材
３４へと移動されながら、対物レンズ２１の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２
ｆを払拭する。
【０１２１】
　このように、本実施の形態においては、帯状部材７０を、第１の回転部材３３から第２
の回転部材３４へと移動させるのみならず、第２の回転部材３４から第１の回転部材３３
へと移動させるよう、送りギア２３２と、巻き取りギア２３１とを同期して回転させる構
成とした。
【０１２２】
　このような構成によっても、上述した第１実施の形態と同様の効果を得ることができる
他、帯状部材７０は、再利用可能となるため、低コストにて、対物レンズ２１の表面２１
ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆの表面を払拭することのできる内視鏡用シースを提
供することができる。
【０１２３】
　尚、以下、変形例を示す。  
　図２０は、内視鏡用シースの変形例を示す斜視図、図２１は、図２０中のIIXI-IIXI線
に沿う内視鏡用シースの断面図、図２２は、図２１中のIIXII-IIXII線に沿う内視鏡用シ
ースのシース挿入部の断面図、図２３は、図２１中のIIXIII-IIXIII線に沿う内視鏡用シ
ースのシース操作部の帯状部材収納部の断面図である。
【０１２４】
　本実施の形態及び上述した第１実施の形態においては、内視鏡用シースは、右半部１ｒ
と左半部１ｌとから構成され、右半部１ｒに形成された収納軸３３ｊに、帯状部材７０の
一端側が巻き付けられた第１の回転部材３３が取り付け取り外し自在であり、回収軸３４
ｊに、帯状部材７０の他端側が巻き付けられた第２の回転部材３４が取り付け取り外し自
在であり、右半部１ｒに左半部１ｌが取り付け取り外し自在なことから、帯状部材７０が
、内視鏡用シース１に対し嵌入、抜去自在であると示した。
【０１２５】
　これに、限らず、図２０～図２３に示すように、内視鏡用シース１が、スコープチャネ
ル３５が形成された円筒状部材１ｑと、該円筒状部材１ｑの外周を挿入軸方向Ｊ１に沿っ
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て被覆する円筒状部材１ｑよりも大径な円筒状部材１ｐとから構成され、円筒状部材１ｐ
の挿入軸方向Ｊ１の基端が、シース操作部１ｂの帯状部材収納部５１において着脱自在な
構成とすれば、円筒状部材１ｑの外周を被覆する円筒状部材１ｐを円筒状部材１ｑから抜
去するのみで、収納軸３３ｊ及び回収軸３４ｊを外部に露呈させる。このことにより、帯
状部材７０を内視鏡用シース１に対し嵌入、抜去自在な構成としてもよい。
【０１２６】
　尚、この場合、チャネル３７、チャネル３８、収納部６７、回収部６８は、円筒状部材
１ｑの外周に、円筒状部材１ｐを被覆した際、図２１～図２３に示すように、円筒状部材
１ｑと円筒状部材１ｑとの間に形成される。
【０１２７】
　尚、以下、別の変形例を示す。  
　上述した第１及び第２実施の形態においては、内視鏡用シース１は、内視鏡２と別体に
形成されており、内視鏡２の外周に被覆されると示したが、内視鏡用シース１は、内視鏡
２と一体的に形成されていても構わない。
【０１２８】
　また、上述した第１及び第２実施の形態においては、第１の回転部材３３から第２の回
転部材３４に帯状部材７０を移動させる際、または第２の回転部材３４から第１の回転部
材３３に帯状部材７０を移動させる際、送り出す側の回転部材に帯状部材７０が、どれだ
け残っているかの残量を確認する手段がないが、これは、シース操作部１ｂの帯状部材収
納部５１の第１の回転部材３３及び第２の回転部材３４の近傍に小窓を設けるとともに、
帯状部材の長手方向Ｇ１の一端及び他端に目印を設けることにより、容易に、帯状部材の
残量を確認することができる。
【０１２９】
　さらに、上述した第１及び第２実施の形態においては、帯状部材７０の長手方向Ｇ１の
一端及び他端は、第１の回転部材３３と第２の回転部材３４とに巻き付けられると示した
が、これに限らず、収納軸３３ｊ、回収軸３４ｊに直接巻き付けてもよい。
【０１３０】
　また、上述した第１及び第２実施の形態においては、帯状部材７０は、対物レンズ２１
の表面２１ｆ及び照明光照射窓２２の表面２２ｆを払拭するのに使用されると示したが、
これに限らず、照明光照射窓２２の内視鏡２の先端面２ｓにおける配置によっては、少な
くとも対物レンズ２１の表面２１ｆのみを払拭する構成とすれば、良好な視野を確保する
ことができる。
【０１３１】
　さらに、上述した第１及び第２実施の形態においては、内視鏡は、医療用の硬性鏡を例
に挙げて示したが、硬性鏡に限定されない。また、工業用の内視鏡に適用しても本実施と
同様の効果を得ることができるというこうとは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】本発明の第１実施の形態を示す内視鏡用シースを有する内視鏡装置の構成の概略
を示す分解斜視図。
【図２】図１の内視鏡用シースの分解斜視図。
【図３】図１中のIII-III線に沿う内視鏡用シースのシース挿入部の断面図。
【図４】図１中のIV-IV線に沿う内視鏡用シースの断面図。
【図５】図４中のV-V線に沿う内視鏡用シースの断面図。
【図６】図５の内視鏡用シースの先端面を示す平面図。
【図７】図６中のVII-VII線に沿う内視鏡用シースのシース挿入部の先端側の断面図。
【図８】図４のブレーキギアの拡大斜視図。
【図９】図４の巻き取りギアの拡大斜視図。
【図１０】図４の帯状部材の拡大平面図。
【図１１】図１０中のXI-XI線に沿う帯状部材の断面図。
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【図１２】図１０のワイパ部材の払拭部の変形例を示す正面図。
【図１３】図１０のワイパ部材の払拭部の別の変形例を示す正面図。
【図１４】図１０の払拭部を複数設けた変形例を示す正面図。
【図１５】図１０の帯状部材の構成の変形例を示す斜視図。
【図１６】図１の内視鏡装置の先端側の断面図。
【図１７】図１の内視鏡装置を先端面側から見た平面図。
【図１８】本発明の第２実施の形態を示す内視鏡用シースの断面図。
【図１９】図１８中のXIX-XIX線に沿う内視鏡用シースのシース操作部の帯状部材収納部
の断面図。
【図２０】内視鏡用シースの変形例を示す斜視図。
【図２１】図２０中のIIXI-IIXI線に沿う内視鏡用シースの断面図。
【図２２】図２１中のIIXII-IIXII線に沿う内視鏡用シースのシース挿入部の断面図。
【図２３】図２１中のIIXIII-IIXIII線に沿う内視鏡用シースのシース操作部の帯状部材
収納部の断面図。
【符号の説明】
【０１３３】
　１…内視鏡用シース
　１ａ…シース挿入部
　１ｂ…シース操作部
　１ｋ１…シース挿入部の先端の一端
　１ｋ２…シース挿入部の先端の他端
　２…内視鏡
　２ａ…内視鏡挿入部
　２ｂ…内視鏡操作部
　２ｓ…内視鏡の先端面
　８…対物レンズ及び照明光照射窓が配設された内視鏡先端面の領域
　２１…対物レンズ
　２１ｆ…レンズ表面
　２２…照明光照射窓
　２２ｆ…レンズ表面
　３１…巻き取りギア（移動機構）（第１のギア）（第２のギア）
　３２…ブレーキギア（移動機構）（第１のギア）（第２のギア）
　３３ｊ…収納軸
　３４ｊ…回収軸
　３７…チャネル（第１のチャネル）（第２のチャネル）
　３８…チャネル（第１のチャネル）（第２のチャネル）
　４４…ガイド部材
　６７…収納部（第１の格納部）（第２の格納部）
　６８…回収部（第１の格納部）（第２の格納部）
　７０…帯状部材
　７１…保持部
　７２…払拭部
　７２ｆ…払拭部の払拭面
　７３…ワイパ部材
　７５…窓部
　１００…内視鏡装置
　２３１…巻き取りギア（移動機構）
　２３２…送りギア（移動機構）
　２５１…テンションローラ（引張部材）
　Ｇ２…帯状部材の長手方向の直交方向
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　Ｇ３…帯状部材の厚さ方向
　Ｊ２…シース挿入部の径方向
　Ｌ３…対物レンズの直径

【図１】 【図２】
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